　　　　　　　　答えは下にあります
次の傍線部の正格活用の動詞の活用する行と活用の種類と基本形（終止形）を答えよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
急ぎこのよし告げたりければ　　　　　　　　　　　　ガ行　　　　下二段活用　告ぐ
親の伊予へゐてくだりしほど　　　　　　　　　　　　　行　　　　　　　　　　活用
悔ゆる心のみまさりてゆけば　　　　　　　　　　　　　行　　　　　　　　　　活用
海荒らければ船いださず　　　　　　　　　　　　　　　行　　　　　　　　　　活用
旅の心を詠め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行　　　　　　　　　　活用
葦の若葉に越ゆる白波　　　　　　　　　　　　　　　　行　　　　　　　　　　活用
今日小豆粥煮ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行　　　　　　　　　　活用
北上川、南部より流るる大河なり。　　　　　　　　　　行　　　　　　　　　　活用
かぐや姫「しばし待て。」といふ。　　　　　　　　　   行　　　　　　　　　　活用
心ある人は恥ぢずになむきける。　　　　　　　　　　　行　　　　　　　　　　活用
人の覚えたりけるを　　　　　　　　　　　　　　　　　行　　　　　　　　　　活用
外に出でよ                                          行       　　　　　　　活用　　
二　つぎの動詞の活用表を完成させよ。

基本形　　　未然形　　連用形　　終止形　　連体形　　已然形　　命令形　　　活用する行　　活用の種類
植う

閉づ

思ふ

着る

　　　　　　　　　　　　　組　　　席　氏名

次の傍線部の正格活用の動詞の活用する行と活用の種類と基本形（終止形）を答えよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

急ぎこのよし告げたりければ　　　　　　　　　　　　　ガ行　　　　下二段活用　　告ぐ

親の伊予へゐてくだりしほど　　　　　　　　　　　　　ワ行　　　　上一段活用　　ゐる

悔ゆる心のみまさりてゆけば　　　　　　　　　　　　　ヤ行　　　　上一段活用　　悔ゆ

海荒らければ船いださず　　　　　　　　　　　　　　　サ行　　　　　四段活用　　いだす

旅の心を詠め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ行　　　　　四段活用　　詠む
葦の若葉に越ゆる白波　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ行　　　　下二段活用　　越ゆ

今日小豆粥煮ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ行　　　　上一段活用　　煮る

北上川、南部より流るる大河なり。　　　　　　　　　　ラ行　　　　下二段活用　　流る

かぐや姫「しばし待て。」といふ。　　　　　　　　　   タ行　　　　　四段活用　　待つ

心ある人は恥ぢずになむきける。　　　　　　　　　　　ダ行　　　　上二段活用　　恥づ

人の覚えたりけるを　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ行　　　　下二段活用　　覚ゆ
外に出でよ                                          ダ行        下二段活用　　出づ
二　つぎの動詞の活用表を完成させよ。

基本形　　　未然形　　連用形　　終止形　　連体形　　已然形　　命令形　　　活用する行　　活用の種類

植う　　　　　ゑ　　　　ゑ　　　　う　　　　うる　　　うれ　　　えよ　　　　　　ワ行　　　下二段活用

閉づ　　　　　ぢ　　　　ぢ　　　　づ　　　　づる　　　づれ　　　ぢよ　　　　　　ダ行　　　上二段活用

思ふ　　　　　は　　　　ひ　　　　ふ　　　　ふ　　　　へ　　　　へ　　　　　　　ハ行　　　四段活用

着る　　　　　き　　　　き　　　　きる　　　きる　　　きれ　　　きよ　　　　　　カ行　　　上一段活用

